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佐
保
地
区
自
治
連
合
会

（
中
島
佳
彦
会
長
）
は
、
佐

保
地
区
で
の
新
し
い
連
合
会

地
域
事
業
や
来
年
の
新
年
懇

親
会
開
催
可
否
に
つ
い
て
10

月
27
日
の
役
員
会
で
論
議
し

ま
し
た
。

　

新
年
懇
親
会
に
つ
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
終
息
が

見
え
な
い
状
況
で
は
開
催
困

難
と
の
意
見
が
大
勢
と
な
り
、

や
む
な
く
中
止
す
る
こ
と
を

決
定
し
ま
し
た
。
役
員
の
中

に
は
「
活
動
を
制
限
す
る
こ

　

佐
保
地
区
自
治
連
合
会
地
域

交
流
部
会（
中
川
英
幸
部
会
長
）

は
７
月
11
日
と
18
日
に
初
め
て

の
佐
保
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
長
（
９

ブ
ロ
ッ
ク
）
会
議
を
開
き
ま
し

た
。
各
ブ
ロ
ッ
ク
内
で
の
自
治

会
間
交
流
や
情
報
交
換
を
行
い
、

地
域
課
題
へ
の
対
応
を
考
え
る

の
が
目
的
で
す
。

　

参
加
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
長
は
第

１（
11
自
治
会
）の
藤
岡
内
侍
原

自
治
会
長
、
第
２（
７
自
治
会
）

の
島
崎
南
半
田
中
町
自
治
会
長
、

地域事業起こそう
佐保自治連合会で論議

佐保小校庭の草刈り奉仕
連合会役員が３日かけ作業

新年懇親会や地域事業を論議する役員会

絵
画
教
室

買
い
物
送
迎

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

草
刈
り
作
業
の
連
合
会
役
員
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佐
保
地
区
自
主
防
災
防
犯
協

議
会
は
避
難
所
運
営
委
員
会
を

７
月
か
ら
10
月
ま
で
４
回
開

催
、
避
難
所
の
受
け
入
れ
体
制

を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
第
４

ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
第
８
ブ
ロ
ッ
ク

の
避
難
所
駆
け
付
け
隊
18
名
の

選
任
や
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
配

布
、
地
区
内
６
避
難
所
の
点
検

を
行
っ
て
い
ま
す
。
12
月
ま
で

に
は
実
践
的
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
今
年
度
の
自
主
防
災
訓

練
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

佐
保
地
区
自
治
連
合

会
は
佐
保
小
学
校
運
動

場
の
雑
草
刈
り
を
９
月

27
日
、
30
日
、
10
月
２

日
に
実
施
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
児
童
が
使

用
す
る
機
会
が
減
り
雑

草
が
一
面
に
広
が
っ
て

い
た
た
め
、
地
域
支
援

活
動
の
一
つ
と
し
て
、

中
島
佳
彦
会
長
ら
役
員

14
名
が
芝
刈
り
機
、
三

角
ホ
ー
、
カ
マ
な
ど
を

持
ち
寄
り
毎
回
２
時
間

作
業
を
行
い
ま
し
た
。

避
難
所
の
チ
ェッ
ク
や

防
災
マニュア
ル
作
り

　
　
　

佐
保
防
災
協
議
会

第
３（
９
自
治
会
）の
吉
本
北
袋
町

自
治
会
長
、
第
７（
８
自
治
会
）の

神
殿
法
連
一
条
町
自
治
会
長
、
第

８（
９
自
治
会
）の
浅
田
法
蓮
山
添

西
町
自
治
会
長
の
５
名
。

　

会
議
で
は
、
地
域
自
治
協
議
会

と
自
治
連
合
会
の
役
割
区
分
が
不

明
確
と
指
摘
。
将
来
課
題
と
し
て

域
内
活
動
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

自
治
会
と
個
人
の
防
災
・
防
犯
、

街
の
美
化
な
ど
の
活
動
を
連
合
会

活
動
に
結
び
付
け
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

自
治
連
合
会
５
ブ
ロ
ッ
ク
長
が
交
流
会
議

自治会間交流や
地域課題を論議

と
は
地
域
を
ま
す
ま
す
委
縮
さ

せ
て
し
ま
う
。
開
催
し
て
も
い

い
の
で
は
な
い
か
」
と
の
意
見

も
あ
り
ま
し
た
。

　

連
合
会
の
新
規
地
域
事
業
に

つ
い
て
は
、
画
家
指
導
に
よ
る

ふ
れ
あ
い
会
館
で
の
絵
画
教
室

開
設
、
い
わ
ゆ
る
買
い
物
難
民

の
送
迎
支
援
、
ふ
れ
あ
い
会
館

で
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
事
業

展
開
は
地
域
で
の
要
望
を
見
極

め
な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

新
年
懇
親
会
は
中
止



　

佐
保
小
学
校
（
青
木
一
和
校

長
）
で
10
月
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト

パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
文
部

科
学
省
が
全
国
で
推
進
す
る

「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」

（
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
・
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
オ
ー

ル
）
に
基
づ
き
、
１
人
１
人
に

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
配
布
、
児
童
向

け
に
高
速
大
容
量
の
通
信
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
一
体
的
に
整
備
し
、

多
様
な
子
供
た
ち
を
誰
一
人
取

自
治
連
合
会
活
動
日
誌

▼
５
月
27
日（
役
員
会
）コ
ロ
ナ

感
染
防
止
消
毒
液
を
市
内
の
酒

造
メ
ー
カ
ー
が
製
造
し
た
と
の

紹
介
が
あ
り
、
関
係
先
へ
の
配

布
を
協
議
▼
６
月
25
日（
役
員

会
）連
合
会
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
の

自
治
会
間
情
報
交
換
促
進
を
確

認
○
全
76
自
治
会
中
31
自
治
会

で
会
長
の
交
代
報
告
○
コ
ロ
ナ

感
染
防
止
消
毒
液
を
１
０
０
本

購
入
、
関
係
団
体
等
へ
の
配
布

確
認
○
佐
保
川
鉄
板
歩
道
の
雑

草
除
去
を
奈
良
市
へ
要
望
▼
７

月
28
日（
役
員
会
）連
合
会
ブ

ロ
ッ
ク
長
意
見
交
換
会
の
報
告

○
自
主
防
災
防
犯
協
議
会
か
ら

避
難
所
関
係
の
検
討
協
議
報
告

▼
９
月
18
日（
役
員
会
）連
合
会

と
佐
保
地
域
ふ
れ
あ
い
会
館
の

中
間
決
算
報
告
○
ふ
れ
あ
い
会

館
で
の
コ
ロ
ナ
感
染
者
の
緊
急

受
け
入
れ
を
協
議
、
確
認
。
○

11
月
に
予
定
し
て
い
た
自
治
会

長
研
修
会
は
コ
ロ
ナ
感
染
防
止

の
た
め
中
止
。
▼
９
月
27
日
・

30
日
・
10
月
２
日
に
佐
保
小
学

校
運
動
場
の
雑
草
刈
作
業
▼
10

月
27
日（
役
員
会
）連
合
会
の
新

規
事
業
に
つ
い
て
意
見
交
換
。

連
合
会
会
計
中
間
報
告
。
佐
保

ひ
ろ
ば
編
集
報
告
。

１
人
１
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
授
業
始
ま
っ
た

り
残
す
こ
と
な
く
、
個
別
に
最

適
化
さ
れ
た
創
造
性
を
生
む
教

育
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

佐
保
小
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
を
整
え
、
先
生
方
は
準
備

に
追
わ
れ
ま
し
た
が
、
さ
す
が

デ
ジ
タ
ル
っ
子
の
児
童
は
の
み

込
み
も
早
く
、
い
き
い
き
と
学

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

猛
暑
が
続
い
た
今
年
の
夏
、

船
橋
通
り
で
は
、
７
月
22
日
に

恒
例
の
打
ち
水
作
戦
が
行
わ
れ

ま
し
た
。「
見
た
目
を
涼
し
く

し
、
少
し
で
も
過
ご
し
よ
い
も

の
に
し
よ
う
」
と
同
商
店
街
協

同
組
合
（
横
田
好
弘
理
事
長
）

が
呼
び
か
け
て
始
ま
っ
た
夏
の

風
物
詩
。
今
年
も
奈
良
市
観
光

大
使
で
歌
手
の
川
波
奈
七
子
さ

ん
、
奈
良
保
護
観
察
所
観
察
官
、

自
衛
隊
奈
良
地
方
協
力
本
部
、

奈
良
県
立
大
学
、
サ
ッ
カ
ー
な

ら
倶
楽
部
選
手
、
商
店
街
関
係

者
な
ど
約
百
人
が
集
ま
り
、
に

ぎ
や
か
に
打
ち
水
。
ひ
と
時
の

涼
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

８
月
に
は
同
商
店
街
北
に
あ

る
佐
保
川
沿
い
の
法
蓮
南
町
で

も
家
族
に
よ
る
打
ち
水
作
戦
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

佐
保
地
区
自
治
連
合
会
（
中

島
佳
彦
会
長
）
は
６
月
８
日
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
の
「
消
毒
用
エ

タ
ノ
ー
ル
77
」
を
地
区
内
の
教

育
機
関
、
医
療
機
関
、
介
護
福

祉
施
設
な
ど
に
計
百
本
を
寄
贈

し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
中
島
会
長
と
役

員
、
消
毒
液
紹
介
者
の
植
村
佳

史
奈
良
県
議
会
議
員
が
佐
保
小

学
校
を
訪
れ
、
青
木
一
和
校
長

に
20
本
を
寄
贈
、
続
い
て
佐

保
幼
稚
園
（
出
原
和
美
園
長
）、

奈
良
県
立
大
学
に
各
12
本
寄
贈

し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
区
内
の

高
校
、
中
学
な
ど
へ
も
届
け
ま

し
た
。

　
「
消
毒
用
エ
タ
ノ
ー
ル
77
％
」

は
市
内
の
酒
造
会
社
「
奈
良
豊

澤
酒
造
」
が
製
造
、
佐
保
自
治

連
合
会
が
購
入
し
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
化

い
き
い
き
学
習

船
橋
通
り
商
店
街

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
消
毒
液
寄
贈

佐
保
自
治
連
合
会　

学
校
、
病
院
な
ど
に
百
本

佐保小

酷暑に涼風 打ち水作戦

青木佐保小校長（上右）
と出原幼稚園長（下左）
に寄贈する中島会長
（中央）と植村県議

タブレットで学習する佐保小児童



　佐保地区自治連合会には９の
ブロックがあり、それぞれ特色
のある町となっています。この
新企画「佐保まち探」は、その
由来、表情、まちづくりの動き
などを点描しました。

住民の憩い「学術の森」
　近鉄奈良駅から北へ広がる第
１ブロックは、中世には興福寺
所領地で、９町11自治会の街。
400世帯6700人が暮らしていま
す。東向北町、花芝町の商店街
を行くと、名門奈良女子大学の
領域に入ります。敷地が日本一
だった奈良奉行所跡に建てられ、
向かい側の与力屋屋敷に学生寮
が並び、四季を彩る並木道が続
くアカデミックな雰囲気。一般
も入れる文化祭もあり、住民の
憩いの場になっています。

「なべかつ」ここにあり
この一角に旧鍋屋交番・きたま
ち案内所があります。明治時代
の巡査派出所を起源とする交番
所が荒廃し、再生活用をしよう
という運動が15年前に起こり
ました。これが2009年に発足し
た通称「なべかつ」、正式名称
「鍋屋連絡所の保存・活用と奈
良きたまちのまちづくりを考え
る会」。会員数は現在約100名に
なり、きたまち大学校、八重桜
巡り、スケッチ&フォト会など
の定期開催ほか、住民持ち寄り
のこいのぼりを佐保川にかける
活動をしています。

　「なべかつ」会長の八木富造
さんは『この地区は今のままの
町が続いてほしいと願っている。
保守的かもしれないが、落ち着
いた町並みを変えようと言う人
はいないな』と話す。

氏神さん58年ぶり街へ
　地区の氏神さんは奈良時代に
創建の氷の神様で知られる氷室
神社。10月1日には58年ぶりに
ご鳳輦（ほうれん=神輿）のお
渡りがあり、奈良国立博物館前
から興福寺中金堂前の南大門跡

まで行列、興福寺貫主さんも加
わり悪疫鎮止の御旅所祭が行わ
れました。
　中心市街地にありながら、学
術の森があり、懐かしい街並み
が残る第1ブロックは、変わり
ゆく奈良の中で存在感を示して
いるといえるかもしれません。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
支
え
る
町変わらぬ佇まい大切に

❶

き
た
ま
ち
案
内
所
前
で

八
木
な
べ
か
つ
会
長
︵
左

か
ら
２
人
目
︶
と
役
員

奈
良
女
子
大
正
門
か
ら

重
要
文
化
財
の
記
念
館
を
望
む

興
福
寺
境
内
を
行
く

氷
室
神
社
の
行
列

「松永久秀と多門城」
 きたまち大学校12月開講
　「なべかつ」きたまち大学
校は12月20日に県庁東のバ
スターミナル内レクチャー
ホールで北村雅昭講師によ
る「松永久秀と多門城――松
永久秀の実像を追いながら」
を開講します。コロナ感染
防止のため先着100名に限定
して開催します。会費200円。

約400世帯　人口6700人
〇中筋町　　　〇東向き北町
〇大豆山町　　〇大豆山突抜町
〇大豆山突抜町第二
〇坊屋敷町　　〇花芝町
〇宿院町　　　〇鍋屋町
〇鍋屋町第二　〇内侍原町

 ◆第１ブロック自治会　　

SAKURA BURGER

奈良白鹿荘

花忠
久家



      恵まれた地域・園環境の中で
今年4月に佐保幼稚園の園長と
して着任いたしました出原和美
です。今般の状況下で地域の皆
様にお目にかかれる機会は少な
いですが、例年と変わらず本園
の教育・保育にご理解とご支援
を賜っていますこと、深く感謝
申し上げます。今年度は6月か
らの開始となり現在の活動にお
いてもいろいろ制限があります
が、新しい生活様式を講じなが
ら取組みを進めています。例え
ば遠足は、バスを使用しての実
施はできませんが、今こそ地域

に出掛け、子ども達に佐保の伝
統と歴史を伝えたり、豊かな自
然に触れたりしたいと思います。
また、地域の方が長い間大事に
守ってこられたことを子ども達
が知り、自分が育ち学んだ　佐
保を誇れるようになってほしい
と思います
　佐保幼稚園は、未就園児の頃

から地域の方に温かい眼差しや
言葉を掛けていただき、入園し
てからも地域の方とのかかわり
を通して豊かな体験を積み重ね
ていくことができます。また、
広い園庭で存分に体を動かした
り、四季を通して自然に触れた
りして遊ぶことができ、幼児期
の子どもを育むのに大変恵まれ
た環境です。昨今、2年保育の
公立幼稚園児数が減少傾向にあ
り、佐保幼稚園も例外ではあり
ませんが、活力ある園として職
員一丸となって努めてまいりま
すので、これからもご支援、ご
協力をよろしくお願いします。

奈良市立佐保幼稚園　出原　和美園長

リボンを使ったリズム表現

見事に整った６年生の佐保体操

力いっぱい走ったリレー

佐
保
小
学
校

１
年
生
の
玉
転
が
し

懐
か
し
い
玉
入
れ
競
争

佐
保
体
操 

明
日
に
つ
な
ぐ

　

佐
保
小
学
校（
青
木
一
和
校

長
）は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
の
た
め
今
年
の
運
動

会
は
取
り
や
め
、
代
わ
り
に
学

年
別
ス
ポ
ー
ツ
参
観
が
10
月
６

日
の
１
年
生
を
皮
切
り
に
月
20

日
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

６
年
生
は
20
日
に
登
場
。
応

援
合
戦
に
続
き
、
受
け
継
が
れ

た
佐
保
体
操
を
披
露
、
伝
統
を

明
日
つ
な
げ
ま
し
た
。
懐
か
し

い
玉
入
れ
の
後
は
３
チ
ー
ム
の

対
抗
リ
レ
ー
。
懸
命
に
走
り
ぬ

く
姿
に
参
観
の
保
護
者
が
熱
烈

な
声
援
を
送
り
ま
し
た
。
な
お
、

５
年
生
は
雨
天
の
た
め
中
止
と

な
り
ま
し
た
。

　佐保幼稚園（出原和美園長）は
10月６日に運動遊び参観を行
いました。コロナウイルス感染
防止のため地元の来賓招待は行
わず、保護者と園児の家族的雰
囲気の中での開催となりました。
園児たちは一人一人が自分の力
を存分に発揮できました。

佐保幼稚園で
運動遊び参観

学年別にスポーツ参観


